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　現在、新型コロナウイルス感染に伴う『偏見や差別』等の問題も生じています。福祉体験学習を通して「思い
やる力」「つながる力」「支えあう力」を育み、「やさしさの循環」が地域社会にひろがることを期待しています。
※新型コロナウイルスの感染防止対策を行いながら、福祉体験学習を実施しています。

『福祉体験学習』を実施しています！
同じ地域に暮らす人たちを理解する

『福祉体験学習』を実施しています！
同じ地域に暮らす人たちを理解する

　中川区社会福祉協議会では、障がいの当事者講師、ボランティア・地域の皆さんの
協力を得て、福祉体験学習を実施しています。はとり中学校では1年生が自分で選択した体験を
実施しました。

　中川区社会福祉協議会では、障がいの当事者講師、ボランティア・地域の皆さんの
協力を得て、福祉体験学習を実施しています。はとり中学校では1年生が自分で選択した体験を
実施しました。

　高齢者疑似体験をした生徒さんは、「お年寄
りがこんなに大変な思いをしながら、暮らして
いることが分かった。そしてサポートをしても
らうことで不安な気持ちが軽くなることを知っ
た。これからは、自分がサポートできるように
したい。」と話してくれました。
　視覚障がい者ガイドヘルプ体験をした生徒
さんは、「家族にも視覚障がいの祖母がいる。
今回の体験でどんなことに困っているか考え
るきっかけになった。これからは、お節介にな
らない程度に声をかけようと思った。」と話し
てくれました。

　いきいき支援センターも
今回の福祉体験で「認知症の
理解」について講義をしまし
た。「忘れてしまった場合、どう
対処すればよいのか」「どうす
れば認知症の進行を遅らせる
ことができるのか」などたくさ
んの質問がありました。
　寸劇やグループワークも
交え、「自分たちのできること」
について理解を深めていただ
きました。

体
験
し
た
生
徒
の
感
想

認知症の講話

車いす体験

視覚障がい者
ガイドヘルプ
体験

アイメイト
（盲導犬）
体験

点字体験

手話体験

車いす体験

視覚障がい者
ガイドヘルプ
体験

アイメイト
（盲導犬）
体験

点字体験

手話体験

社協だより

ウェル WelはWelfare（ウェルフェアー）＝幸福、福祉という意味の英語からとりました。
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第4次中川区地域福祉活動計画第4次中川区地域福祉活動計画報告
　2018年に中川区の地域住民の皆さんと関係機関・団体が一緒に策定した『第4次中川区地域
福祉活動計画』も今年2年目を迎えました。
　新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、予定していた取り組みの変更を余儀なくされましたが、計画の推
進に関わる委員と『コロナ禍で、できること』を検討し、実施しています。

　今年度は「地域の応援団」を広めるために、小中学
校・高校での福祉教育の授業の時間にチラシやカー
ドを用いて啓発活動をしました。これからの社会を
作っていく児童・生徒のみなさんが「応援団」として
少しでも誰かのために自分の力を活かしたいと考
え、行動するきっかけになりました。

　10月27日豊治学区地域福祉推進協議会と協働
し「とよはるつながり広場」を開催しました。
　当日は、地元農家さんの協力で野菜の販売コー
ナーもあり、外出を自粛されていた方の出かける
きっかけになりました。屋外で開催することは、感
染防止対策をとることができ、またお互いが心地よ
いと思える距離感を持つことが可能となることな
ど、あらたな発見がありました。

　新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、多くのサ
ロンが開催を自粛することになりましたが、例年開催
していた「サロン交流会」を見合わせ、『新型コロナ
ウイルス影響下でのサロン運営に関するアンケート』
を実施し、課題や工夫を共有しました。

　個人や団体で既に福祉活動をされている方に対
し、お互いの活動を知る機会づくりとして荒子学区
交流会を実施しました。より身近な地域で、活動者
同士が顔を合わせて交流することで、地元ならでは
の話題もあり、新たなつながりが生まれました。 ふれあい・いきいきサロンの支援実施項目５

誰でも気軽に立ち寄れるオープンカフェづくり実施項目4

セカンドステージセミナーの開催実施項目3

「応援団」の地域交流会の開催実施項目2

「地域の応援団」バンクの運営実施項目1

　いくつになってもボランティア
活動等にご参加いただけるよう
セミナーの開催を予定していまし
たが、中止となりました。現在、

ウィズコロナ・ポストコロナ社会を見据えて、ボラン
ティア活動等の動画を発信する企画を検討して
います。
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みんなが
認め合えるまち

みんなが健康で
安全に、安心して
暮らせるまち

（＊3）ダブルケア：子育てと親の介護の両方に直面する状態。育児と介護を同時期に担うことで、育児と介護の両方の責任や負担が重なること。
（＊4）8050問題：ひきこもりの長期化、高齢化から引き起こされる社会問題。主に50代前後のひきこもりの子どもを80代前後の親が養って
　　　　　　　　　  いる状態。
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第1の柱

第2の柱

第3の柱

『地域の応援団』づくり

『地域のえんがわ』づくり

『福祉専門職の
   プラットフォーム』づくり

『地域の応援団』
        バンクの運営

地域活動や福祉活動を通じて“人と人がつながる”ことを応援し
ます。また、ご協力いただける個人・法人を把握し、啓発活動から
個人の生活上の困りごと解決ボランティア活動まで、広く活躍の
フィールドを用意します。

『応援団』の
    地域交流会の開催

お住まいの地域の中で、『地域の応援団』バンクにて把握した協
力者、地域ボランティア等が交流を深めるとともに、よりいっそう
住みよい地域となるよう、今日的な福祉課題からご近所でよくあ
る困りごとまで共通理解できる機会をつくります。

セカンドステージ
      セミナーの開催

住み慣れた地域で、これまでの知識や経験を地域に活かし、いき
いきとしたセカンドステージを過ごせるようセミナーを開催しま
す。セミナー参加者にボランティア活動や地域活動の経験の有無
に関わらず、参加いただけるように情報提供を行います。

誰でも気軽に
立ち寄れる
オープンカフェづくり

多世代交流・地域交流・福祉学習など目的別、福祉施設・商業施設・
テントなど会場別の多様な集いの場を地域の皆さまに提案し、想
いを受け止められる場を作ります。また、子育て、健康や介護予
防、障がいなどの福祉に関する話題の他、防災・防犯など暮らしに
必要な情報提供を行います。

ふれあい・いきいき
        サロンの支援

　住民主体で行うサロン実践者の交流会を開催し、誰もが気軽に
参加できるサロンの活性化を図るとともに、サロン実践者の意見
などを参考にさらなる普及啓発を図ります。また、ボランティアや
専門職による相談なども、要望に応じて調整します。

福祉専門職が
　連携できる
    環境づくりと協働

区内の児童・障がい・高齢分野などの専門職が会し、生活困窮、ダ
ブルケア（＊3）、８０５０問題（＊4）など単一分野では解決できない問
題について学び、円滑な連携を図ります。また、協働により住民か
ら多様な福祉相談に応じられるような仕組みづくりを進めます。

実  施  項  目  

実  施  項  目  １

実  施  項  目  ２

実  施  項  目  ３

実  施  項  目  ４

実  施  項  目  ５

実  施  項  目  ６
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コロナ禍でもつながり続ける…子ども食堂コロナ禍でもつながり続ける…子ども食堂

西日置町10丁目107番地
（デイサービスセンター西日置フラワー園）
※食数に限りがあります。

第３日曜日
11：00～13：00

開催
日時

開催
場所

　80歳以上のみ世帯の方に清潔で快適な生活を送っていただくため、お布団の
洗濯乾燥サービス事業を実施しました。普段お使いのお布団がフ
カフカになり、利用された方には、清潔なお布団で気持ち良く過ご
していただいていることと思います。
　なお、この事業は、区民の皆さまにご協力いただきました賛助
会費と赤い羽根共同募金の配分金で実施しております。

高 齢 者 寝 具 洗 濯 乾 燥 サ ー ビ ス を 実 施 し ま し た

　5月の愛知県緊急事態宣言解除後、地域商店（和菓子屋・
ケーキ屋）と連携し、子どもたちにお菓子を渡すことで“つなが
り”続ける活動から再開しました。
　８月に再び緊急事態宣言が発出され、食品提供を控えること
となりましたが、愛知大学の学生ボランティアさんの協力もあ
り、子ども・高齢者・職員・そのほか福祉関係者が参加して、塗り
絵はがきを活用した作品づくりをすすめました。
　緊急事態宣言解除後、10月から子ども食堂を再開。感染症
対策として敷地内中庭を開放してレクリエーション活動を行い
ました。
　学生ボランティアは、密にならないよう遠隔地からの参加
で、パソコン画面を通じて子どもたちとゲームを楽しみました。

飲食店の一部を区画して、子ども食堂を開催しています！

※新型コロナウイルスの影響等により、開催日時等に変更がある場合がございます。※今回、ご紹介した子ども食堂は、子どもの食事代は無料で参加いただけます。

上脇町2丁目128 モリビル103開催場所

毎週水曜日  17：00～20：00開催日時

新しく開設した
子ども食堂のご案内
新しく開設した

子ども食堂のご案内 おやこっこ食堂

こども未来食堂

おやこっこ食堂

こども未来食堂

屋外での開催。パソコンの画面を通じて、大学生とゲーム。

子ども食堂休止中は
子どもたちに

お菓子を配りました。

全国こども食堂
支援NPOの

ヒアリングに協力。

コロナ禍の取り組みを
報告。
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※Welなかがわ（年4回）の定期購読や音訳版・点訳版をご希望の方は本会までご連絡ください。

ボランティア保険加入のご案内ボランティア保険加入のご案内

種　　類 活 動 保 険 行事用保険
対 象 者 年間を通して活動する方

個人、グループ、
特定非営利活動法人（NPO法人）

＜Ａプラン＞　250円
＜Ｂプラン＞　300円
＜Ｃプラン＞　500円
※天災に対応したプランも
　あります。（400円～）

＜日帰行事＞（宿泊を伴わない行事）
　１日１名につき30円
　※20名以上から加入可能
＜宿泊行事＞（宿泊を伴う行事）
　1泊2日1名につき231円

行事の主催者である団体、
グループ等

行事に参加する方

加入申込者

掛　　金

補償期間 加入の翌日から年度末まで 行事開催中

　安心してボランティア活動するために「ボランティア保険」に加入しましょう！
　ボランティア活動中の事故により、自身がケガをしたり、他人にケガをさせたり、他人の物を
壊してしまった場合などに対する保険です。万一の事故に備えて加入をお勧めします。

※3月15日（月）から令和3年度分の加入を受付します。※保険料・補償内容に一部変更がありますのでご注意ください

保険のお申込方法などにつきましては中川区社会福祉協議会までお問い合わせください。

http://www.aichi-fukushi.or.jp/vol/index.html
詳しい保険の内容は 愛知県社会福祉協議会 のホームページで。 ボランティア保険　愛知 検索

ボランティア保険加入のご案内ボランティア保険加入のご案内 備えましょう！

万一の事故に

＝この広報誌は、共同募金配分金と賛助会費を財源に作成しました＝

編集・発行

〒454-0875　名古屋市中川区小城町1丁目1-20（中川区在宅サービスセンター内）
社会福祉法人 名古屋市中川区社会福祉協議会
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区内のイベントやボランティア情報案内、
研修室の貸出などを行っています。
お気軽にお問合せください！

　寄付金および寄付物品は、中川区の福祉の推
進に有効に活用させていただきます。ありがとう
ございました。

寄 付 の お 礼寄 付 の お 礼

メールドレス
nakagawaVC@nagoya-shakyo.or.jp
ホームページ
http://www.nakagawashakyo.jp

TEL(052)352-8257
FAX(052)352-3825

令和２年度
賛助会員加入状況報告
（令和3年2月15日現在）

8,586,240円

　賛助会員にご加入をいただきあ
りがとうございました。
　皆さまにご協力いただいた賛助
会費は、福祉活動やボランティア活
動の推進、高齢者のための福祉事業
など、中川区の福祉のために活用さ
せていただきます。

実績報告
令和２年度

赤い羽根共同募金 ご協力ありがとうございました！

赤い羽根共同募金

9,235,441円
231,378円

9,466,819円

一般募金 歳末募金

　集まった募金は、中川区内の地域福祉事業、愛知県内の社会福祉施設の整備など
に活用させていただきます。ご協力ありがとうございました。

　中川区内では、地域福祉推進協
議会などへの助成、「地域の底力
を応援」助成事業の実施などに活
用させていただいております。
　写真は今年度の「地域の度力
を応援」助成事業審査会の様子
です。

令和２年度実績

〈事業者の皆さまへ〉
　社会貢献の一環として、寄付金の他、地
域のイベント等で使用させていただく物品
やお菓子のご寄付も募っています。
　ご関心のある事業者の皆さま、ご連絡お
待ちしております。

●株式会社スズソウ　様
●株式会社せがわ住機　様
●円空仏彫刻 木端の会　様
●真宗大谷派 稱圓寺　様

●一般募金

●歳末たすけあい募金

令和２年度共同募金実績

（令和2年11月～令和3年1月）

個人会員　7,167,240円
法人会員　1,419,000円

内　訳
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